
名　　称：ソシアハイネス
仕　　様：2LDK21戸、3LDK12戸
敷地面積：2792m2

竣　　工：平成17年2月13日
住　　所：福岡市早良区原7-23-22
構　　造：鉄筋コンクリート造3階・2棟
延床面積：2224.5m2

約30年前より、貸店舗や貸駐車場など土地の有効活用に取り組んでこられた井上様。

今回は25年ぶりに賃貸マンションを建設されました。

いっぱいの花と緑に囲まれた明るい建物は、わざわざお友達や御親戚が見に来られるほど評判になっています。

　かつてはこの周辺に一町六反ほどの田んぼや

畑を作っていました。しかし減反政策であまり

田んぼを作らなくなったことや子どもたちが独

立したことなどの要因で、30年ぐらい前から住

宅や貸店舗、駐車場などを作り、土地の有効活用

を図ってきました。土地を売却することも思案

しましたが、売れた時にも税金がかかり、その後

子どもたちに相続させた時にも税金がかかるこ

とを考え、それならば賃貸マンションを建てよう

と決めたのです。

　25年前に一棟、賃貸マンションを建てたんです

がその時は他のところにお願いしたんです。それ

が月日が経つにつれて、いろいろな修理やメンテ

ナンスが必要になり、管理の大変さを身にしみて

感じています。そこで今回はきちんと管理までお

まかせできるウエムラ建設さんにお願いしたいと

思ったんです。ウエムラ建設さんとのお付き合い

は従兄がマンションを建ててもらったことから。

また農協や友人を通じて評判や実績も聞いていま

したので、安心しておまかせすることができました。

　賃貸マンションを建てるのは25年ぶりですが、

天と地ほど違う、技術やシステムなどが新しくなっ

ていますね。とっても立派になりました。要望を

出したのは見た目が明るい建物にして欲しいと

いうところぐらいで、あとは設計士さんにおまか

せしました。気に入っているのは２棟に分かれた

建物の間にあるエントランス部分。ゆったりとし

た造りになっています。設備ではお風呂が大きな

ところ、安全を考え24時間防犯カメラが設置さ

れていることを気に入っています。周囲にもとて

も評判が良く、わざわざ遠くから見に来る友だち

もいるほど。みんな「すごくいい建物だね」と誉め

てくれますよ！

今回、マンションを
建てることになった経緯は？

ウエムラ建設におまかせ頂く決め手に
なったのはどのようなところですか？

建物のどんなところを
気に入っていますか？

25年ぶりに建てた賃貸マンション。
建物の管理やこれまでの実績から
ウエムラ建設に決めました。

～色彩・明るさ・収納のポイント～

●ホームページのご紹介　賃貸物件をお探しの方は http://www.happy-house.co.jp　住まいの宝箱 http://www.e-jyuutaku.com

★詳しいお問い合わせは各支店まで。電話番号は裏面をご覧下さい。

　基本的には子どもの好きな色をベースに考えてよ

いのですが、強い色を好む場合はアクセントカラー

などに抑えるのがベストです。居心地のよい部屋に

するためには、暖色系の配色を使用するのがよいで

しょう。調和のとれた色彩でも色数が多くなると落

ち着きがなくなってしまうので、せいぜい２、３色程度

にとどめます。また子どもは成長とともに寒色系を

好む傾向があるとも

いわれます。カーテ

ンや家具などのカラ

ー配分も考慮して、

その時々に応じた配

色を考えましょう。

　採光や照明の配慮が足らないために、近視の子ど

もが増えているといわれます。子ども部屋の採光・

照明は大切です。

＊採光＊
　勉強机は窓側に置かれることが多いようですが、

窓から入る太陽の直射日光は70,000ルクスにも

達するため、目に悪影響を与えます。また窓際に机

を置くと、外の様子に気が散って勉強に集中できな

いことも考えられます。勉強の場ということであれば、

直射日光が入らない北向きの部屋が適しているとい

えますが、環境面などから南向きに設けられるケー

スが多いようです。その場合は机は窓下を避け、直

射日光が当たらない位置に設置するのが原則です。

その際にも家具やインテリア等も反射を起すような

真白やメラニック系の色は避けてください。逆に北

向きであれば、机を窓際に設置して明るさを確保し

ましょう。

＊照明＊
　勉強部屋の照明といえば卓上スタンドを思い浮かべ

がちですが、全体照明も重要です。スタンドのみだと

机の上だけが明るく周囲が暗いので、明暗の差が激し

くなり、目も疲れやすくなります。全体照明は通常で

100ルクス以上、理想的には200ルクス以上といわ

れます。平均100ルクスの照度を得るには、目安とし

て４.５畳で20Wの蛍光灯２本、６畳で最低３本必要です。

【進級別にみた照度の目安】
・小学校から中学校までは300ルクス以上

・高校生以上では500ルクス以上

 （教科書などの活字が小さくなるため）

しかしこれだけの明るさを部

屋全体に取り入れるのは容

易ではありません。そこで全

体照明と局部照明の合計で

明るさを確保します。スタンドは通常300ルクスな

ので、全体照明が100ルクスあれば机の上は400

ルクスになります。

　子ども部屋は学習机やおもちゃをはじめ、家族の

衣類や寝具などの収納場所を兼ねる場合もあります。

また子どもの成長に伴い、部屋の使われ方や使う物

なども変化するので、それに対応できる収納の仕方、

収納量を考えます。

＊衣類＊
　幼児期はクローゼットや押入れに衣類がすべて納

まりますが、成長とともに洋服の数も増え、サイズも

大きくなるので、新たに収納場所の確保が求められ

ます。こんな時、ユニット家具がおすすめです。スペ

ースも取らないし、収納スペースが不足した時にも

買い足しができるので便利です。

＊おもちゃ＊
　幼児期はおもちゃの数が多いもの。キャスター付

きのBOXも便利ですが、おもちゃ専用の棚を造って

整理・後片付けを習慣づ

けたいところ。透明な引

き出しや奥行きのある

引き出しを選んでおけば、

後で衣類の収納箱にも

使えます。棚板は可動式

にしておくと、応用範囲

が広がります。

～色彩・明るさ・収納のポイント～～色彩・明るさ・収納のポイント～～色彩・明るさ・収納のポイント～

２回にわたり「快適な子ども部屋づくり」を紹介しましたが、参考になるポイントはございましたでしょうか？

Fromバックナンバー　222号「子供部屋を考える㈰」、174号「カラーコーディネート」、
176号「照明」、177号「収納のコツ」、180号「押し入れ利用術」、204号「上手なあかりの選び方」、
207号「カーペットいろいろ」も合わせてご覧ください。

子ども部屋を考える◯2

梅雨を迎える前の心地よい季節、子ど

もたちは新しい友達もでき、フレッシ

ュな学校生活を満喫していることで

しょう。さて、今回は「子どもの部屋を

考える」の後編です。色彩、明るさ、収

納の３点に注目して、快適な子ども部

屋づくりのポイントをご紹介します。

居心地のよい配色計画色

目に優しい照明計画明るさ

先を見越した収納計画収納

オーナーの井上様ご夫妻。ソシアハイネスの横には畑があり、
今でも自家用の野菜を作られているそう。
「やっぱり自分の畑で出来た野菜が新鮮でおいしい。」


